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1． はじめに 

 浮きが生じたコンクリート構造物に対して第三者被

害を防止するため，叩落しを行う．ここで叩落し後，

断面修復等の恒久処置を行うまでの応急処置としてシ

ラン系含浸材および防錆剤を塗布する「マクロセル対

策工」が提案されている 1)．ただし 2 種類を塗布する

ことは，点検時の応急処置としては煩雑な作業になる

ため，改善が求められている．そこで，1 種類だけを

塗布するエポキシ系防錆剤に着目し，シラン系表面含

浸材と同様のマクロセル腐食抑制効果を有することを，

モルタル供試体による基礎研究では確認した 2)．しか

しながら，コンクリートを用いた，叩落し後の断面修

復前の応急処置としてのマクロセル腐食の低減効果は

未検討であった． 

上記を踏まえ本研究では，叩落し部への応急処置と

し，エポキシ系防錆剤を用いた腐食対策効果を，コン

クリート供試体を使用した実験により確認した． 

2． 実験手順 

2．1 供試体 

供試体概要を図 1 に，実験ケースを表 1 に，および

配合を表 2 に示す．供試体は，塩分の含有量が異なる

3 種類のコンクリートを打継ぎ，作製した．すなわち，

はじめに b 部(Cl⁻=5kg/m3)を打設し，1 日間の養生後，

c 部(Cl-=2kg/m3)および a 部(Cl-=10kg/m3)を打継いだ．

供試体内部には分割鉄筋Ⅰ～Ⅷを設置した．ここで，

a 部に設置した分割鉄筋は，叩落し後に露出部と埋設

部を区別して腐食電流を測定するため，図 2 に示すと

おり上下 2 軸分割鉄筋を設置した．また，a 部を打継

ぐ際，初期養生後に鉄筋半面を露出させるため，かぶ

り 45mm に鉄筋と重ならないようゴム板を設置した．

打継ぎ後，1 週間に亘り水中養生を行った後，4 週間の

乾湿繰返し塩害促進暴露（40℃・RH＝90% 1 日+40℃ 

 

・RH＝50% 6 日）を行った．その後，a 部の半面の叩

落しを行い，表面水分率を 8%以下にした後，エポキシ

系防錆剤を叩落面へ塗布した．その後，乾湿繰返し塩

害促進暴露を 8 週間に亘り行った． 
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ケース 主成分 塗布量(g/m²) 

Blank －  

A 
錆転換剤入り 

1 液型エポキシ 
250 

B 
反応硬化性 

エポキシ 
250 

a 部 Cl⁻=10kg/m³ b 部 Cl⁻=5kg/m³ 
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部 Cl⁻=2kg/m³ 図 1 供試体概要 

リード線 

表 1 実験ケース 

表 2 コンクリートの配合 
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腐植速度 mm
年
  =

電流密度

Faraday定数
×
1molあたりの鉄の質量

鉄の密度× 2
×
60 × 60 × 24 × 365

4
 

2．2 測定項目 

乾湿繰り返し暴露 4 週および 8 週目に，無抵抗電流

計を用いて鉄筋間の電流を測定し，マクロセル腐食電

流密度を算出した 3)．その後，周波数を 10kHz～1mHz

の範囲で設定した交流インピーダンス法による分極抵

抗を測定した．また，分極抵抗の値からミクロセル腐

食電流密度を算出した 4)．測定後，マクロセル腐食電

流密度およびミクロセル腐食電流密度の総和より，総

腐食電流密度を算出した．  

3． 実験結果 

3．1 総腐食電流密度比較 

 暴露 4 週目におけるマクロセル腐食電流密度の分布

の例を図 3 に示す．これによれば，マクロセル腐食電

流密度は，多量の塩化物イオンを含有する a 部におけ

る，打継部に近接する鉄筋要素Ⅳで最大になることが

読み取れる．したがって，以降の評価は鉄筋要素Ⅳの

結果を用いて実施する． 

各ケースの最大総腐食電流密度を図 4 にて比較する．

これによれば，暴露 4 週では，ケース A および B とも

に，Blank と比較して，腐食が低減された．また，暴露

8 週では，ケース B のみにおいて，腐食が低減された． 

3．2 腐食量 

式 1 と式 2 により，暴露 8 週目の最大総腐食電流密

度から腐食量を算出した．ここでアレニウス則に基づ

き 20℃環境下における腐食速度を換算した．さらに，

腐食ひび割れを発生される腐食量が 0.1g/cm2 5)と仮定

した場合の，腐食ひび割れ発生時期を表 3 に示す．こ

れによれば，Blank では 2.4 年程度で生じるひび割れ発

生時期を，ケース A では 7.2 年程度に延長できると推

測された． 

 

 

腐食量 (
g
cm²
 ) =

∫腐食速度 mm
年 
 

10
×鉄の密度 (

g
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4． まとめ 

エポキシ系防錆剤を叩落面へ塗布することにより，

断面修復までの鉄筋腐食を抑制できた．特に，主成分

が錆転換剤入り 1 液型エポキシ樹脂の腐食抑制効果が

高く，7 年程度の応急処置効果を期待できた． 
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表 3 1 年間の腐食量と腐食ひび割れ発生時期 

ｹｰｽ 腐食量(g/cm2/年) 腐食ひび割れ発生時期(年) 

Blank 0.05 2.4 

A 0.01 7.2 

B 0.03 3.2 
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図 3 マクロセル腐食電流密度分布 
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